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新しく結成した組合の皆さんも参加（上十三）

中弘南黒地区労連結成30周年

三八地労連の旗開き・結成30周年

佐藤むつ市議（前事務局長）も参加

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
年
金
者
組
合
の
歌
声

　

今
年
の
新
春
は
暖
か
く
、過

ご
し
や
す
い
日
々
だ
っ
た
。し

か
し
、単
純
に
喜
ん
で
ば
か
り

は
い
ら
れ
な
い
。昨
年
９
月
に

国
連
の
地
球
温
暖
化
サ
ミ
ッ
ト

が
開
催
さ
れ
た
。そ
こ
で
、ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
16
才
の
活
動
家
、

グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん

の
ス
ピ
ー
チ
が
脚
光
を
浴
び
た
。

彼
女
は
、「
生
態
系
は
崩
壊
し
つ

つ
あ
り
ま
す
」「
私
た
ち
は
、大

量
絶
滅
の
始
ま
り
に
い
る
の
で

す
」と
地
球
環
境
破
壊
が
地
球

や
人
類
に
及
ぼ
し
て
い
る
脅
威

を
、詳
細
な
デ
ー
タ
を
も
と
に

忠
告
し
た
。そ
し
て
、「
あ
な
た

た
ち
は
私
た
ち
を
裏
切
っ
て
い

ま
す
」「
私
は
言
い
ま
す
。あ
な

た
た
ち
を
絶
対
に
許
さ
な
い
」

と
ま
と
め
た
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｃ
（
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）は
「
１
・

５
度
特
別
報
告
書
」を
発
表
し

て
い
る
。こ
の
報
告
で
は
、現

在
の
上
昇
速
度
の
ま
ま
だ
と

２
０
３
０
年
か
ら
２
０
５
２
年

の
間
に
地
球
温
度
が
１
・
５
度

上
昇
す
る
だ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
り
夏
の
北
極
海
の
海

氷
消
失
・
珊
瑚
礁
の
消
失
・
世

界
の
漁
獲
量
１
５
０
万
ト
ン
の

消
失
な
ど
が
起
こ
る
と
予
測
さ

れ
る
。

　

地
球
環
境
破
壊
は
困
る
し
、

く
い
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、私
た
ち
の
生
活
破
壊

の
最
大
の
人
災
は
戦
争
だ
。グ

レ
タ
さ
ん
で
は
な
い
が
、私
は

安
倍
首
相
に
「
憲
法
を
変
え
戦

争
す
る
国
を
め
ざ
す
こ
と
は
、

私
た
ち
を
裏
切
っ
て
い
る
。私

た
ち
は
あ
な
た
を
絶
対
に
許
さ

な
い
。」と
言
い
た
い
。 ︵
多
夢
︶

日
米
地
位
協

定
の
改
定
を

市民と野党共闘で総選挙勝利 !
安倍内閣退陣！

初めての署名行動

反応の良いスタンディング

　

１
月
10
日
、
県
労
連
・
東
青

労
連
の
20
年
旗
開
き
が
開
催

さ
れ
、
来
賓
や
組
合
員
な
ど

１
０
６
名
が
参
加
、
運
動
の
前

進
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
年
金
者
組

挙
対
策
で
公
職
選
挙
法
と
政
治

資
金
規
正
法
違
反
で
あ
り
、
失

職
に
値
す
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
桜
を
見
る
会
」
発
覚

以
降
、
メ
デ
ィ
ア
幹
部
と
記
者

と
の
会
食
が
急
増
、
メ
デ
ィ
ア

と
の
癒
着
を
指
摘
、
マ
ス
コ
ミ

の
本
来
の
役
割
の
放
棄
を
痛
烈

に
批
判
し
ま
し
た
。

　
新
年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

道
行
く
人
々
も
華
や
い
だ
雰
囲

気
で
、
「
頑
張
っ
て
」
と
手
を

振
る
人
、
「
ア
ベ
さ
ん
を
辞
め

さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
声
を
か
け

て
い
く
人
も
い
ま
し
た
。

　
県
平
和
委
員
会
は
、
日
米
地

位
協
定
改
定
の
自
治
体
意
見
書

採
択
運
動
に
取
り
組
み
、
こ
れ

ま
で
大
間
町
、
風
間
浦
村
、
六

ケ
所
村
、
佐
井
村
、
平
内
町
、

外
ヶ
浜
町
、
蓬
田
村
の
７
自
治

体
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
11
月

の
米
軍
三
沢
基
地
所
属
の
戦
闘

機
に
よ
る
村
内
へ
の
模
擬
爆
弾

落
下
事
故
を
受
け
て
12
月
議
会

で
採
択
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ

き
で
す
。
米
軍
は
模
擬
爆
弾
を

回
収
で
き
ず
、
村
職
員
の
立
ち

入
り
も
拒
否
し
て
い
る
こ
と
に

対
す
る
反
発
が
背
景
に
あ
り
ま

す
。
８
道
県
１
８
４
市
町
村
が

地
位
協
定
改
定
の
意
見
書
を
採

択
、
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　
県
平
和
委
員
会
は
青
森
市
で

毎
月
15
日
、
普
天
間
基
地
撤

合
東
青
支
部
の
歌
声
、
ワ
ー

カ
ー
太
鼓
の
演
奏
の
後
、
主
催

者
を
代
表
し
て
奥
村
議
長
が
挨

拶
、
立
憲
主
義
と
民
主
主
義
・

平
和
主
義
を
否
定
す
る
安
倍
首

相
を
痛
烈
に
批
判
、
市
民
と
野

党
の
共
闘
で
次
の
総
選
挙
で
野

党
連
合
政
権
の
樹
立
を
訴
え
ま

し
た
。

　

来
賓
と
し
て
立
憲
民
主
党
・

鶴
賀
谷
幹
事
長
、
共
産
党
・
斎

藤
書
記
長
、
社
民
党
・
三
上
代

表
が
参
加
、
国
民
民
主
党
の
田

名
部
代
表
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄

せ
ま
し
た
。
斎
藤
書
記
長
は
野

党
共
闘
で
総
選
挙
の
候
補
者
の

１
本
化
を
勝
ち
と
り
勝
利
し
よ

う
と
訴
え
ま
し
た
。
田
名
部
代

表
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
「
１
日
も

早
い
安
倍
退
陣
を
目
指
す
」
と

決
意
を
表
明
し
て
い
ま
す
。
市

民
連
合
あ
お
も
り
の
堀
事
務
局

長
は
、
市
民
と
野
党
共
闘
で
総

選
挙
を
勝
ち
、
野
党
連
合
政
権

を
打
ち
立
て
よ
う
と
訴
え
ま
し

た
。

　

県
内
の
す
べ
て
の
地
域
労
連

で
も
旗
開
き
が
開
催
さ
れ
ま
し

新
年
早
々
の

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

去
・
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
、
日
米
地
位
協
定
改
定
等
の

「
沖
縄
連
帯
行
動
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
１
月
15
日
、
さ

く
ら
野
デ
パ
ー
ト
前
で
7
人
の

参
加
の
も
と
、
街
頭
宣
伝
と
初

め
て
の
署
名
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
「
六
ケ
所
村
職
員
が
現
場

に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い

の
は
お
か
し
い
」
と
署
名
し
て

い
ま
し
た
。

「
桜
を
見
る
会
」
の
疑
惑
は
公

費
に
よ
る
後
援
会
の
接
待
と
選

た
。
地
域
労
連
が
結

成
さ
れ
て
30
年
が
経

過
し
た
こ
と
も
あ
り
、

中
弘
南
黒
地
区
労
連

と
三
八
地
区
労
連
は

結
成
三
〇
周
年
の
記

念
行
事
を
開
催
、
多

く
の
組
合
員
や
友
誼

団
体
が
参
加
、
こ
れ

ま
で
の
運
動
を
交
流

し
合
い
ま
し
た
。

　
県
９
条
の
会
は
新
年
早
々
の

１
月
３
日
、
青
森
市
駅
前
で
20

年
最
初
の
安
倍
９
条
改
憲
反
対

の
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
、

寒
風
の
中
18
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
奥
村
県
労
連
議
長

は
、
マ
イ
ク
を
握
り
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さ
く
ら
野
デ
パ
ー
ト
前

竹
下
弁
護
士
の
講
演

三
日
間
で
九
八
筆

冬
休
み
も
終
わ
り

ま
た
新
学
期
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声

と
と
も
に
、
ま
た
あ
の
忙
し
さ

が
も
ど
っ
て
き
ま
す
。
働
き
方

改
革
っ
て
何
？
改
革
じ
ゃ
な
く

て
改
悪
？
（
木
村
洋
子
・
県
教

組
）

雪
が
少
な
い
の
で

１
歳
７
か
月
の
息
子
と
雪
遊
び

が
で
き
ま
せ
ん
。
雪
が
欲
し
い

で
す
。（
蛯
沢
広
美
・
高
教
組
）

令
和
元
年
の
師
走

が
残
り
10
日
と
な
り
ま
し
た
。

今
朝
は
雪
で
し
た
が
消
え
て
ほ

っ
と
し
ま
し
た
。
ま
だ
積
も
り

ま
せ
ん
よ
う
に
・
・（
小
田
桐

智
恵
子
・
全
労
働
）

い
よ
い
よ
「
桜
解
散
」

の
か
ほ
り
が
し
て
き
ま
し
た

い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

学
習
決
起
集
会

最
賃
意
見
書

採
択
運
動

ア
ベ
改
憲
阻
止

新
署
名
で

生
活
扶
助
費
を
大
幅
に
削
減

（
５
８
０
億
円
）
し
た
処
分
の

取
り
消
し
を
求
め
て
全
国
29
地

裁
で
た
た
か
わ
れ
て
い
る
「
い

の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
の
勝
利

の
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

　

１
月
25
日
、
青
森
市
ア
ス
パ

ム
で
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

勝
利
を
め
ざ
す
学
習
決
起
集

会
」
が
開
催
さ
れ
県
内
各
地
か

ら
91
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
逆
転
人
生
」
で

紹
介
さ
れ
た
盲
目
の
弁
護
士
の

竹
下
義
樹
さ
ん
が
、
「
生
活

“
保
護
”
か
ら
生
活
“
保
障
”

へ
」
と
題
し
て
記
念
講
演
し
ま

し
た
。

　

竹
下
さ
ん
は
、
２
０
１
３
年

か
ら
15
年
に
か
け
て
「
デ
フ
レ

に
よ
る
物
価
下
落
」
を
理
由
に

ね
。
野
党
共
闘
で
受
け
て
立

ち
、
今
度
こ
そ
は
安
倍
政
権
に

ト
ド
メ
を
さ
し
ま
し
ょ
う
！

（
相
馬
小
百
合
・
健
生
労
組
）

「
御
用
納
め
」
を
し

「
旗
開
き
」
を
す
る
ほ
ん
の
ち

ょ
っ
と
の
間
に
、
ゴ
ー
ン
の
国

外
脱
出
。
イ
ラ
ン
と
米
国
の
す

わ
戦
争
？
と
い
う
事
態
！
こ
の

現
代
は
少
し
の
間
も
気
が
ぬ
け

な
い
。
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い

世
界
で
す
ね
。
で
も
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
鎌
田
文

子
・
年
金
者
組
合
）

階
段
掃
除
の

ふ
と
し
た
動
き
で
腰
を
痛
め
て

し
ま
い
・
・
２
週
間
ほ
ど
思
う

よ
う
に
動
け
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
よ
う
や
く
回
復
。
さ
て
、

こ
れ
か
ら
年
末
の
大
そ
う
じ
が

待
っ
て
い
ま
す
。
姿
勢
、
動
き

に
気
を
付
け
な
く
て
は
。（
松

島
恵
美
子
・
年
金
者
組
合
）

年
末
の
帰
省
中

青
森
空
港
の
坂
で
３
人
で
車
を

押
し
た
。
急
が
ば
回
れ
と
い
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
今
回

は
急
が
ば
有
料
道
路
代
を
払
い

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。（
下

山
智
裕
・
弘
大
職
組
）

　

昨
年
の
10
月
4
日
か
ら
青
森

県
の
最
賃
は
28
円
引
き
上
げ
ら

れ
７
９
０
円
に
な
り
ま
し
た

（
全
国
最
下
位
）。
全
国
平
均
は

９
０
１
円
で
す
が
、「
政
労
使

合
意
」
の
「
２
０
２
０
年
度
の

全
国
平
均
１
０
０
０
円
を
目
ざ

す
」
に
は
程
遠
い
も
の
で
す
。

　

東
京
の
最
賃
は
１
０
１
３
円

で
青
森
県
と
の
差
は
２
２
３
円

円
で
す
。「
最
低
生
計
費
試
算

調
査
」
で
は
大
都
市
も
地
方
も

25
歳
単
身
者
で
時
給
１
４
０
０

円
～
１
５
０
０
円
と
大
き
な
差

は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
者
は
賃

金
の
高
い
大
都
市
に
集
中
し
、

地
方
の
人
口
減
少
、
過
疎
化
、

高
齢
化
を
招
き
、
地
域
経
済
を

疲
弊
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

全
国
一
律
最
賃
制
度
を
と
っ

て
い
な
い
国
は
カ
ナ
ダ
・
中

国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
の

４
か
国
の
み
で
、
日
本
を
除
い

て
面
積
の
多
い
国
ば
か
り
で

す
。
自
民
党
の
有
志
は
、
①
経

済
の
東
京
一
極
集
中
の
是
正
②

外
国
人
労
働
者
の
都
市
集
中
の

是
正
な
ど
を
掲
げ
、
全
国
一
律

最
賃
を
目
指
す
国
会
議
員
連
盟

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
メ
ー
ル

で
回
答
。
氏
名
、
住
所
、
組

合
名
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

余
白
に
職
場
の
様
子
や
最
近

の
出
来
事
な
ど
を
、
お
よ
せ

く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か

ら
抽
選
で
図
書
券
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

●
締
切
＝
３
月
15
日

●
発
表
＝
４
月
号

●
宛
先
＝
〒
０
３
０
―

０
８
５
２
青
森
市
大
野
字
若

宮
１
６
５
―
１
９
。
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
は
欄
外
に
表
記
。

「
第
351
回
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

ズ
ル
」
係
ま
で
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
洋
食
用
の
食
器
の
一
つ

④
2
月
29
日
が
あ
る
…
…
年

⑦
革
が
化
け
た
も
の
？

⑧
洋
が
ら
し

⑩
見
せ
か
け
ば
か
り
の
…
…
の

虎
⑫
生
演
奏
。
…
…
ス
テ
ー
ジ

⑬
決
意
の
固
さ
や
実
力
な
ど
を

厳
し
く
試
す
こ
と

⑮
ふ
り
が
な
。
…
…
を
振
る

⑰
首
都
は
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ

⑲
北
大
の
有
名
な
…
…
並
木

�
ゲ
レ
ン
デ
で
滑
り
ま
す

�
音
信
…
…
。
国
道
が
…
…

�
そ
の
他
。
等
。
ｅ
ｔ
ｃ
．

�
恋
…
…
。
…
…
情

�
ラ
グ
ビ
ー
で
５
点
を
獲
得
し

ま
す

�
起
重
機
、
英
語
で
は
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

①
豆
ま
き
の
と
き
の
掛
け
声

「
…
…
鬼
は
外
」

②
釣
り
銭
の
こ
と
で
す

③
児
童
小
説
「
…
…
の
プ
ー

さ
ん
」

④
謡
曲
の
こ
と
で
す

⑤
ロ
シ
ア
の
通
貨
の
単
位

⑥
独
活
。
…
…
の
大
木

⑨
不
振
。
…
…
に
陥
る

⑪
古
新
聞
な
ど
。
…
…
再

⑭
調
査
や
研
究
の
報
告
書

⑯
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

⑱
再
構
築
。
構
造
改
革

⑲
ラ
イ
ト
と
セ
ン
タ
ー
間
。

…
…
間
。

⑳
表
面
が
ザ
ラ
ザ
ラ

�
…
…
緩
和
。
交
通
…
…

�
周
遊
旅
行
。
ス
キ
ー
…
…

�
ネ
ズ
ミ
の
次
は
ウ
シ

�
苦
あ
れ
ば
…
…
あ
り

第
349
回
の
答
え
と
当
選
者

《
答
え
》
ゴ
ヨ
ウ
オ
サ
メ

《
当
選
者
》
18
通
の
応
募
で

し
た
。
当
選
者
は
次
の
方
々

で
す
。
吉
田
眞
佐
子
（
年
金

者
組
合
）
平
山
由
美
子
（
年

金
者
組
合
）
今
晴
美
（
ひ
だ

ま
り
）
小
田
桐
智
恵
子
（
全

労
働
）
蛯
沢
広
美
（
高
教
組
）

を
結
成
し
て
い
ま
す
。

　

県
労
連
は
、
一
昨
年
か
ら
最

賃
大
幅
引
き
上
げ
・
全
国
一
律

最
賃
の
確
立
な
ど
を
求
め
る
自

治
体
の
「
意
見
書
採
択
」
運
動

に
取
り
組
み
、
７
自
治
体
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
19
年
度
は
む

つ
市
な
ど
11
自
治
体
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
労
連
は
月
１
回
の
街
頭
宣

伝
・
署
名
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

全
労
連
は
、
「
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ

ョ
ン
」
の
方
針
を
受
け
て
、

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

「
３
０
０
０
万
人
署
名
」
に
代

え
て
「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

改
憲
発
議
に
反
対
す
る
全
国
緊

急
署
名
」
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
請
願
事
項
は
、
①

安
倍
首
相
ら
が
す
す
め
る
憲
法

９
条
な
ど
の
改
憲
発
議
に
反
対

し
ま
す
。
②
憲
法
を
生
か
し
、

平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
、
生

　

葛
西
聡
弁
護
士
は
、
生
活
保

護
基
準
は
憲
法
25
条
で
保
障
さ

れ
た
生
存
権
を
具
体
化
し
た
も

の
で
、
厚
労
大
臣
の
裁
量
は
限

定
さ
れ
る
と
訴
訟
の
争
点
を
明

ら
か
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
1

月
31
日
、
5
月
15
日
の
口
頭
弁

論
で
ほ
ぼ
主
張
が
出
そ
ろ
う
と

い
う
見
通
し
を
示
し
ま
し
た
。

　

県
労
連
や
生
健
会
な
ど
５
団

体
か
ら
決
意
表
明
を
受
け
た

後
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し

て
終
了
し
ま
し
た
。

活
の
向
上
が
実
現
す
る
社
会
を

求
め
ま
す
。
の
２
項
目
で
す
。

　

全
労
連
は
、
３
０
０
０
万
人

署
名
が
１
０
０
０
万
筆
を
達

成
、
改
憲
発
議
や
憲
法
審
査
会

で
の
自
民
党
改
憲
案
の
提
案
を

阻
止
し
た
原
動
力
に
な
っ
た
と

評
価
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

安
倍
首
相
は
自
民
党
総
裁
の
任

期
の
２
０
２
１
年
ま
で
に
改
憲

を
強
行
し
よ
う
と
地
方
で
の
小

集
会
や
宣
伝
の
強
化
な
ど
「
草

の
根
改
憲
」
策
動
を
強
化
し
て

い
ま
す
。

　

全
労
連
は
、
「
安
倍
９
条
改

憲
反
対
」
の
圧
倒
的
世
論
を

形
成
す
る
た
め
、
正
念
場
の

２
０
２
０
年
、
安
倍
退
陣
に
追

い
込
み
、
「
安
倍
改
憲
」
発
議

を
断
念
さ
せ
る
た
め
に
新
署
名

に
５
０
０
万
筆
を
目
標
に
取
り

組
む
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。


